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続するにつれ、選挙による為政者の選出
のみでは民主主義が深まらないとの現状
認識が広がり、1990年代以降ラテンアメ
リカでは多様な民主主義に関する議論が
展開されてきた。
1990年代以降ペルー ・フジモリ政権
のように、大統領がひとたび選挙で選出
されると議会を無視し国民から全面的付
託を受けたとして統治するケースが域内
複数の国でみられるようになった。それ
を分析したのがオドーネルの委任型民主主義論（参考
文献①）である。選挙は実施されるものの国家権力間
のチェックアンドバランスが働かない、あるいは国民
の自由や権利が尊重されない状況を分析する「民主主
義の質」論、民主主義と権威主義双方の要素をあわせ
もつ体制ととらえるハイブリッド体制論、一定の競争
的な選挙を実施しながらも実質的には権威主義的な政
権を分析する競争的権威主義論（参考文献②）など、
数多くの研究成果が発表されてきた。
これらの議論では、公正で透明な選挙を実施し、国
家権力間のチェック・アンド・バランスやアカウンタ
ビリティを強化することが民主主義の深化につながる
という認識が前提となっている。それに対して有権者
の政治参加は選挙のみに限定されるべきではなく、そ
れ以外にも直接的に政治的意思決定に参加することで
民主主義が深まるという参加民主主義の理論（参考文
献③）と実践がラテンアメリカでは広がった。市予算
の作成の審議に住民が参加する、ブラジルの参加型予
算の取組みが有名である。
さらに、21世紀に入ってから注目を集めたのが、ラ
テンアメリカにおける「左派の波」である。1999年の
ベネズエラ・チャベス政権誕生を皮切りに、21世紀に
入るとラテンアメリカの大半の国において左派政権が
次々と誕生したのである。それら域内左派政権を類型
化する議論（急進左派と穏健左派、「良い左派」と「悪
い左派」など）（参考文献④）、左派政権の台頭をそれ
に先行する時期のネオリベラル経済改革がもたらした
所得格差の拡大や国家と社会の関係性の変化から説明
する研究などがある。
●ディシプリンの細分化と精緻化
このように、過去30年でラテンアメリカ諸国の政治
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